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経草寺学研究 35-3 
北海道大学 1986.1 

fプリティッシュ・バンク」の植民地定着

に関する一考察

一一一オーストラリアを中心にして

石田高生

はじめに

「ブリテイヅシュ・パンク」とは，オースト

ラリアに進出したイギリス植民地銀行のよび名

である。この銀行群の特質は，進出当初預金業

務を資金源泉とすることり， 本国との為替業務

を営み，為替市場において圧倒的優位に立って

いたことであるの。前稿で、述べたが，オースト

ラリアに進出した植民地銀行群は，インド・極

東の植民地銀行群が1870年代後半から大幅な後

退をせまられたのと異なって植民地内部の業務

を拡大し，オーストラリアの再生産過程と金融

制度に定着した九

そこで「ブリティッシュ・パンク」がどのよ

うな過程を通して植民地の再生産過程と密接な

関係を形成していったのか，またそれとともに

し、かにしてオーストラリアの金融制度の一環に

重要な地位を確保し続けたのかが問題となる。

この課題は，オーストラリアの植民地経済の発

1) S. J. Butlin， Australia and New Zealand 
Bank (以下 S.J. Butlin， ANB と略記する)，
London， 1961， p. 2. 
2) S. J. But1in， F，仰 ndations01 The Australian 
Monetary System 1788-1851 (以下 S.J. 
Butlin， Foundationsと略記する)， London and 
New York， 1953， pp. 473-485. 
3)拙稿「イギリス植民地銀行の変遷過程-19世紀中

葉を中心として一J(北海道大学『経済学研究』
第34巻第3号， 1984年)65-66頁。

展とこれに規定された金融制度の特質と構造変

化を抜きにしては考えられないだろう。本稿は

おもにオーストラリアの銀行の業務上の変化を

考察し，その変化につれて「ブリティッシュ・

パンク」も業務を変容させていったことを確認

することにする。

オーストラリアの金融制度の発展は，一般に

4つの時期に分けられるが，本稿が対象とする

時期は， 1851年の金の発見から1893年の金融恐

慌の収束にいたる時期であり，これはオースト

ラリア金融制度の発展の第2期といわれる時期

である420 との時期を取りあげる理由は rコ
ロニアル・パンク」が1840年代後半から1850年

代にかけてロンドンへ進出して為替業務を開始

しTこことtこよって，rブリティッシュ・パンク」

4) A. L. G.マッカイは， オーストラリアの金融制l
度の発展を第 1期1850年まで， 第2期1851-1893
年，第3期1893年以降と 3つの時期に分けている
(A. L. Gordon Mackay， Australian Banking 
and Credit System， London， 1931 p.5)。彼が
第2次大戦後の金融制度の発達をみれば， その時
期をもう lつの時期区分として加えたと推測され
る。R.F.ホルダーは， NSW銀行 (Bankof New 
South Wales の略であり， 以下 NewSouth 
Walesを NSW と略記する)の社史で第l期
1817-1850年，第2期1850-1893年，第3期1894-
1929年，第4期1930-1970年と 4つの時期区分を
示している(R.F. Holder， Bank 01 New South 
Wales， Sydney， 1970)0 S. J.パトリンもオース
トラリア・ニュージランド銀行の社史で同様の時

期区分を示してL、る。
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が為替市場における罷位性を喪失するめととも

に金の発見とそれに続くオーストラリア

体の拡大にたいして業務的再編宏追られたこと

るo

金の発見は，金の輸出を築現するとともにシ

ドニ…に三E立鋳議所の支所を設立させることに

よって為替相場の安定をもたらしたの。そして

為替桔携の安定は，貿易の拡大と資本流入の条

となると同時に，オ…ストラリプの銀行の為

|を安全なものにした。また為替相場の安

定によってロンドンにおける為答準備金のウエ

イトを減少させることになっん

さらに1850年代以降，移民の急増による人口

の増加，名綴民地の内陸開拓と の飛鰻飴

外器貿易の拡大，イギゾス資本の流入等

にみられる経済全体の発展会背景に新しい銀行

の設立と銀行嬰の潰余と貸手?をめぐる競争が激

化した特に1860年代の土地改良政築は，イ

ギザス資本の流入を資金的よりどころとして銀

行の牧畜金融を拡大させ，銀むの資付構造を大

きく変容させることになった。この時期の銀行

制変における顕著な変化は，貸付構造とともに

決済制度にも襲われた。特に決済制度の場合，

銀行の発券制度の変容が詮包される。本橋では，

この第2期の銀行額震の中で大きな変容を示し

た貸付構造の変化と発券集中の選程をと取りあ

5) iブリティッシュ・パング」の為替市場における
後位性については， S. J. But1in， Foundations， 
pp. 478ω4君。を参照会れよ。 まずこ fコ戸ニニプノL・
ノミンクjのロンドン滋出は， ジドニー商業銀行
(Commerdal Banking Corr.ザanyof Sydn悲y)

が1840年に LondonJoint Stock Bank と代理

問契約を絡んだことから始まる。
6) A. L. G. Mackay， op. cit. pp. 60-61.シドニ一
三五立鋳造支所、は， 1855年に設立され，ソヅリン貨，
米ソブ9;/貨を鋳迭した。この鈴貨は本間と河等
の品伎と獲量を持、毒装制限法貨として流通1....た
くS.J. Butlin， ANB， p. 121)。まずこ為替相場の安
定は， NSW銀行の Pンドン宛為替手形の買い取

ちレートの年変動報会'1856年から 3%以内におさ
まったことから警護認できる (BritishP語rliamen.
tary Pap邑rs，Colonial， Australia， 23， p. 283)。
7) S. J. Butlin， ANB， p. 122. 
8) lbid.， pp. 173-174. 

げ，その変fとの過程在切らか?こする。これらの

変化において fブリティッシュ・バンクJがど

のようにオーストラリア植民地の再生産過謹に

定着していったかということ iた金融制際の一

環として襲撃態していったかということを考察す

る。

一貸付業務の変化

金の発見がオーストラ担ア経済の発畏に各種

の影響を与えたのを背f去に9)1860年代にはいる

と各植民地政府は，五領地 (CrownLand)の

よる牧場の整鎗と米耕地の閥銘に乗り出

した10)。この土地改革によって牧畜梁の資金需

要の構造は大きく変化することになった。 1850

年代までの牧畜書誌の繁金需要は，羊や農器具の

購入と幕紘号事の自然条件の悪化とにともなうわ

ずかな鎮の諜要であった1130 だがこと地改革以降

の資金需要は，スクオタ…(牧羊者〉の玉領地

購入代金と土地改良にともなう新資本形成とか

ら生じてきた。特に新資本務成費用の発生は，

政府から購入された土地が土地改良を条件とし

ていたこと，また新たに叛売された土地が，比

較的痩地であったために土地改良を必要とした

ことによった12)。政府による土地売却額は，

1870王子代にはいって増加し， 1877年をど…グに

してその後1890年代まで停滞した。これにたい

して新資本形成のための資金需喜警は， 1871幸子に

こと地購入資念需要を上限り， 1870年代の中境変

9)長短の発見の影響撃については 荒井政治「ホースト
ラヲアの経済開発と英豪関係J(矢口孝次郎綴fイ
ギジス常国経済交の研究』東洋経済新報社， 1974 
年)97-102頁を委参照されたし、。
10)土地改慾については， マニング*タラ-~.竹下

美保子訳『オーストラザアの歴史』サイマノr.-Ifj絞
会.1978帆 165-170Jミ， S. H. Robert器，History
01 Australia持 LandSettle持xent1788-1920， 
Melbourne， 1968， pp. 236ω246を参熊谷れたい。
11) N. G. Butlin， lnvest野7entin Ausfralian Ec-
ono桝icDevelop悦服t1861-1900 (以下 N.
G. Butlin，lnvest鰐 entと略記する)Cambridge， 
1964， pp. 112-113. 

12) マニング・タラ-~， 前掲害警.1母子168P:o
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で後者のほぼ2倍を維持していた。そして1877

一例年の隠の牧蛮業における

ものは，この新資本形成のための資金需饗で、あ

った問。

資金需要の内容が1860年代を遣に大きく変化

したことは，オーストラ1)アの銀畿の貸付業

務に大きな変化をもたらすことになった。認60

年代まで、の銀行の貸付業務のや心をなしていた

ものは，手形割引く為替手形の資い家りと手形

貸付さと含む)であった。だが1860年代から手形

割引は急速に減少し，代って現金信用 (cash:

credit) と当座繁越 (overdraft)が増加LJ合

め， 1880年代にはま達付多義務の中心をなした。

・1は， NSW銀行 (Bankof New South 
Wales の略〉 の俊付業務の変化を示したもの

で、あるが，同行の笠付業務は1860・70年代に手

iから現金信用・まき諜紫越へ大~く転換し

たことがわかる。

当時のオ…ストラヲアにおける手形裂引につ

いて簡単に考察しておくことにする。初鎖には

銀持にとって手形割引は不可能でさえあったと

るが14うすでに1850年代には貸付業務の

となっていた。高額面の手形襲引は，

接出人の{患に2名の保証人を必嬰としていた。

また銀行は，手静観引にさいして不動車権利証

書および滋当証券会割引のJ!悲り証券として要

求していた1九 NSW銀行ぬ一般に土地証券

にたいして貨幣の貸付な認めなかった。だが，

この禁止銭安在は，為替手形・約束手形にたL

る見返り誌若手として土地註券を取ることにまで、

適尽されるものではなかった問。手形説引は一

般に経甥貸付に分類されていたが，オ…ストラ

リアでも 6ヶ月以上の手形は振り出されていな

かった11)。だが，こうした短期貸付だけでは

13) N. G企 Butlin，Investm側 t，pp. 114-115. 
14) A. L. G. Mackay， op. cit.， p. 12. 
15) R. F. Hold母r，op. cit.， p. 217. 
16) lbid.， p. 368. 
17) Ibid， p. 217.銀行氏都号iした手形のうち還流
の確実性会主義認できるもの?こかさずって，要求され
れば手形の塞き替えに応じていた。
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苦笑.1 NSW銀行の割引・食付業務の変化
ンド)
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1860年代以降の長期的性格の資金需要を十分に

講たすものでなかった。為替業務および預金業

務当どめぐる銀行間競争の激化の中でJ銀行は牧
り出した。その場合の貸

付形態が現金信用であった。つまり現金縫箔は，

証書資付のー穫で、あり，その資金回収期聞が手

形のエムーザンスよりも長かったので手形割引よ

りも長期的貸付にむいていた18)。

現金信産比借手とそれ以外の2名

証人によって保証された証番貸付の形態なとっ

ており，見返り誌濠として不動産権利註議(主

領地の賃借登録権利証書な含む〉が要求され

18) Ibid.， p. 366. 
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た19)。スクオターにたいする現金信用は， 1850 

年代に登場したが，まだ本格化するに至らなか

った。 NSW銀行がスクオターにたいして現金

信用の形態で貸付を拡大したのは， 1861年であ

った。同行の1861年のパランス・シートによれ

ば，現金信用と当座貸越は貸付総額の5分の 1

近くまでになっでいた20)。そして1869年には，

同行の手形割引の貸付総額に占める割合は， N

SW植民地におして3分の1を下回っていた21)。

そして1880年にはビグトリアにおける全銀行に

よる土地を担保にした貸付は，貸付総額のほぼ

3分の 2に達していたと推定されていた22)。

以上のように1860年代は，オーストラリアの

銀行が貸付業務の構造を大きく変えた時期であ

るが， この傾向は「ブリティッシュ・パンク」

の動向にも十分見ることができる。表・2は1880

年におけるオーストラレイシア銀行の牧畜貸付

の状況を示したものであるが， これによると同

行の牧畜貸付は貸付総額の半分よりわずかに少

なかった。そしてユニオン銀行による土地を担

保にした貸付はオーストラレイシア銀行のその

割合よりもわずかに少なかった23)。

表・2 オーストラレイシア銀行の牧昔話貸付
(千ポンド)

勘定数 | 貸付額

99千ポンド以上 6 825 

40~99千ポ γ ド 18 998 

20~40千ポ γ ド 16 441 

1 ~20千ポンド 225 952 

1千ポンド以下 1，015 

牧畜貸付総額 4，231 

貸付総額 9，950 

(注〉 貸付額は 100ポンド台で四捨五入しており，各
貸付額の合計と「牧畜貸付総額」とが一致して
いない。

(出典) s. J. But1in， ANB， p. 251. 

19) Ibid.， p. .219. 
20) Ibid.， pp. 220-221. 
21) Ibid.， p. 366. 
22) S. J. Butlin， ANB， p. 249. 
23) Ibid. 

銀行にとって不動産権利証書を見返り証券と

して現金信用を拡大することには2つの問題点

があった。第ーには，スクオターへの貸付額を

どれぐらいに決めるかという点であった。第二

は，見返り証券としての不動産権利証書が確定

担保となりうるかという点であった24)。第一の

点に関して言えば，ユニオン銀行が各々の貸付

額をスタコ「ターの一年間の生産額に限定すると

いう原理を採用していたことが注目される問。

次に担保の確実性について考察しておこう。

現金信用は，長期性の貸付であるために季節的

変動からくるリスクも大きかった。先に見たよ

うに現金信用の見返り証券には，羊や土地等々

の不動産権利証書が取られたが，植民地法は，

銀行が一般に土地証券にたいして貸付を行なう

ことを禁止していた。 60年代初めにスグオター

にたいして銀行の貸付が規則的に行なわれるよ

うになったとき，銀行は現金信用の返済が不履

行となった場合に，その見返り保証としての不

動産にたいする獲得権に疑問をいだいていた。

だが政府は，土地所有制度の改革にともなって

銀行が土地購入および改良のためにより多くの

資金を貸し付けることに好意をもつようになっ

た。そして1864年のNSWとクインズランドの

会社法は，為替手形・約束手形・貸付証書にた

いする見返り証券として土地の抵当権を承認し

た26)。こうした法律上の変化は銀行の現金信用

にたいする保証問題を清算することになった。

銀行がスクオターたいして現金信用を拡大し

たことは，困乱を避けるために自発的に土地を

牧畜金融会社や銀行に担保として入れるのを別

とすれば27う現金信用にたいする返済不履行の

結果として銀行への土地所有の集中をもたらす

ことになった。他方，スグオターは土地の所有

者から単なる牧場の管理者へと大きく立場を変

24) Ibid.， p. 213， 
25) Ibid.， p. 218. 
26) R. F. Holder， 0ρ. cit.， p. 368. 
27)スタオターと新たな入植者との混乱については，
マニング・タラーク， 前掲書， 168頁を参照され
よ。
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者受・3 NSW の登録牧務官雪地人数 (18容器~188!トャ90年)

王子

1866 

1871 

187事

1888-9 

18$9-90 

〈主主) ()内の霊立法会委?に?こいする後分率。

苦す

3;521 

3，610 
4，323 
1，597 

1，612 

〈日走兵) N. G. . Butlin， Company Ownership of N. S. W. Pastor昌1Stations 1865…1900， 
flistorical Studies Australia and New Zealand. Vol. 4， No. 14， May， 1950， 
p.94吻

えることになった。

表・れま， NSWにふ‘ける登録牧音信-地人を

グループ部上こ分類したものである。これによる

と銀行の登録牧議借地人数が1866年の 1%弱か

ら1889-90年の22.9%ヘ増加したことは，借地

全体が減少していることを考えても1870・80年

代に銀行の牧場整録が場加したことを推測さ仕

る。そして去を録会託札 5つの銀行を含む10社

に集中していたことから問時に牧場所有の集中

が進行したと考えられる。ちなみに畿銀数の多

い擦から銀行名をあげれば次のようになる o

NSW銀苦，シドニー衡業銀行，オーストラジ

ア株式銀行，ユニオン銀行*…ストラレイシ

ア銀行である問。

の貸付総額tこ占める割合にしても，

i た銀行による牧場の登録数にしても.iブヲテ

ィッシュ・バンクjは「コロニアノレ・バンクJ

に遅れをとっており，現金信用による費付業務

にたいして比較的慎設であった叫。そし

行は，初めの領不動産権利証擦を担保にした貸

付には商人を媒介して行なうようにしていた。

スクオターが銀行から資金を借り入れる

被はまず海人宛に学名代金の取り立てのた

めの手形な振り出した。商人はスクオター

幣を援し，見返り担保として不動産権利証議を

28) N. G. Butlin， Company Ownership of N. S. 
W. Pastoral Stations 1865-1宮00，H istorical 
Studies Australia 側 dNew Zeala符:d，Vol. 4， 
No. 14， M器y，1950， p.争7.
29) S. ]. Butlin， ANB， p. 214. 

した。次に商人は牧議業者の振り出した手

形:a'担保に銀行に手形資付を依頼じて貨幣を護

した。だが銀行は，手形貸付の見返り担保と

して商人が保有している牧務業者の不動護権利

した。こうした蕗人を介した現金信

用は，商人と牧遜業者の勝の羊毛取引額に制寵

されるとしづ操界を持っていた向。そこで各銀

重接室寄付:a'着実に広げることに努力した。

オーストラレイシア銀行は， 1894年に牧場探

有数232，画審25，563平方マイノレを窮者して

いた。閉じ年 NSW銀荷札保有数40.2，富讃

37，045王子方マイノレで、あったS120西*…ストラジ

ア政府が， 1889~手 6 月に作成した F土地の譲渡・

競売・童僚に関する報告』によれば，西オース

トラジア綴民地のグラウン借地の賃借設録認可

者の中に3つの銀行がはいっているが:;:<..ユオ

ン毅行は全賃借議録認可議中最大のものであっ

た。陪行は，関オーストラ?アにおいて1889年

に217牧場， 8，070，565比一カーの貿借権を登録

していた問。

見送り笹券と Lて銀行の済手ぎとなったこと地証

券はすみやかに駿略することが求められた問。

だが叛売の状況は，牧畜ブ…ムの動向に強く

れており，牧畜業の撃さ向が不瓶発な場合，

30) Ibid.， p. 215. 
31)伝田功「豪州経演の発展と資本輸入J(滋紫大学
F重量線論叢』鯵125-1ゑ 1967若手)33頁。

32) British Parliamentary P謹pers，Colonies， Aus-
tralia， 31， pp. 266-269. 
33) S. J. But1in， ANB， p. 214. 
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9% 

1H影
8% 

15% 

18% 

12% 

13% 

17% 

16% 

8% 

6% 

5% 

240 i 
612 I⑤ 6，912 
734 I③ 6，719 
5幸町 ③ 7，542 

.1，529 Iゆ 9，958

2，061 !⑧ 11，475 
1，470 i舎 12，363

1，860 I ② 13，799 
2，400 i ⑫ 14，005 
2，761 I③ 16，794 
1，330! @ 17，135 
888 i 15，366 
726 I③ 14，943 

預金総額

号

令

①

⑤

③

怒

号

④

O
舎

mw

護手

7
8
6
2
4
8
S
0
2
4
5
f
o
d
 

作

，

勾

4

0

5

0

0

0

0

0

6

の
岳
町
汐
ハ
汐

A
V
A汐
丹

汐

ハ

切

。0
0

6

0

6

9

0

0

0

0

目。
5

0

0

0

0

0

0

0

c

m

8

0

6

1
命

噌

i
句

i

宅

A
1
A
1
A
喝

ム

宅

i
τ
i
句

i
'
i

‘i
唱

EA e 
(注) 0のやの護立第は月を示す。
く出災) pγ ドン預金は S.J. Butlin， ANB， p.240， 
p. 306， p. 316，ま裏金総額は，Bankers' Mag. 
azine各号より作成。

として銀行の保有となった牧場について

も銀行による直義的管理と運営には綴界もあ

った。そして銀行は，好玄しい展望のない牧場

を有益に管理ーすることは不可能であると

いた的。そのかぎりで銀行による牧場の所有と

支配は，牧護金融会社による蓋接的脅理・運営

と大きく異なっていた。牧場を所有した非銀行

会社は，牧場の家議・農器具等々の購入品と生

産物である羊毛主f蔵按に管現していた叫〉。これ

にたいして銀行による牧場の管潔は，

と委託販売制度を特散としていた。

オーストラジアにおける当護預金制度は，

1860年代以鋒現金信用とともに拡大してきた業

務であった。銀行は以前の牧場所有者である

スクオタ…宏牧場管理者として牧場経営にあた

らせた。そして彼等に当窓預金勘定会設定させ，

この勘定を通して牧畜業者の各種購入代金の支

払いと販売代金の受取を行なわせたo つまり銀

行は，潜控預金制度によって牧葡業者の資金管

40) Ibid.， p. 215. 
41) N. G. Butlin， Comtany Ownershit 01 N. S. 
W. Pastral Stations， p. 106. 

る。

そこで銀行が土地証券を長期に保有すること

ができたのはi銀行鵠金の長籍的特質にあった

と推識される。オーストラリアにおいて冨，定預

金のうち最も裁かいものでも 3ヶ廷であった。

固定現金の平均期間は， 12ヶ月であり， きわめ

て多くの場合2年ないしそれ以上のものであっ

た鵠)0 1893年3J:lに NSWにおける銀行預金

に占める銭安芝韻金の割合は73.3%に達してい

だがこうした高い路定顎金の割合は，金融

恐慌会契機に減少し始めた問。また金融恐慌を

契機に銀行は，スクオターへの貸付から予を引

き，スクオターや農民への長期性の資金が，政

府貸付および政府の対藩銀行による貸付によっ

て進められるようになった問。つまり銀行は，

1870・1880代愛子の長期貸付の謹乱を教習11にして

1890年代以降の預金の短期化とともにスグオタ

ーへのま延期貸付を誠らしでいった。

加えてイギロス預金がロンドンの為替準備金

の猿期的変動のクッシ器ジとじて灘用されただ

けでなく，植民地紫付に広く運用されたこと叫

が牧藤金融の拡大な可能にしたと考えられる。

表・ 4は，ユニオン銀行の P ンドン頭金の変動

を示したものであるが， 戸ンドン預金は， 1870 

年代の末から1890年の初めにかけて鴻加してお

り，多額の P ンドン頭金がi植民地内業務へ向か

ったと推測される。

34) R. F. Holder， op. cit.， p. 378. 
35) J. D倹 Bai1ey，A H級事dredYeαrs 01 Pastoral 
Banking， A History 01 the A斜stralianMer幽
cantile Land & Finance Comtany 1863-
1963，。来ford，1966， p. 56. 
36) . A. L. G. Mackay， 0ρ. cit.， p. 15. 
37) T. A. Coghlan， Labour and Ind諒stryin Aus・
tralia， Vol. IV， Oxford， 1969， p盆 2130.
38) S. J. But1in， ANB， p. 322. 
39) Ibid.， p. 240. 

銀行による訴有証券の販売ば態難をきわめ制，

先にみたように銀行に土地歪券が保有された。

この土地証券の買い手は，信託講ゑ人か鵠人が

あげられる向。だが土地証券の読動化市場につ

いて捻不明の点も多くB誌に稿を改めることとす
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、，後毒事を金融拾に支麗し 。
次に委託駿莞制度について考察しておこう。

非銀行会社は牧畜業者の羊毛販売を蓋接に支配

することから利益合引き出していた。これにた

いして銀行は，牧畜業者から学毛の一部を委託

として引き受けた。議託競売競設は，銀行

にとってÚ)~ド銀行会社との競争において

防衛策として科)， @銀行による学毛収益の管理

として，③口ンドンでの委託威発によって口ン

ドン資金確保の…髄泉として倉利益のあるもの

であった“」銀行による議託鍍売制度の始まり

は， 1855年に NSW銀行がロンドンにおいて

ネ毛取引念行なっていたという記録が最も

ょうである則。そして認60年代の中頃になると

多くの銀行によって行なわれるようになった。

オーストラレイシア銀行は， 1863年に委託薮売

業務会開始したが，その時期でも間行はこ

きびしく線接しており，ユユオン銀行はこ

うした業務をまだ鷺んで、いなかった的。

銀持は現金信用の拡大によって結果的には

自分の予に牧場所有を集中した。この所有した

牧場の金融的・経堂島号管ま壌を当塵預金総度と

託販売制度によって行なった。特に，当座預金

・貸越制度は，銀行による牧簿業者支配を義援

として被等の各種数引の決済をほとんど蝶介す

るようになった。それまで決済通貨として重要

な意味念持っていた銀行券の流通は，き当座預金

・貸越制震の発漢によって狭められることにな

った。すなわち銀行券に代って，かなり

まで小勢手が決務調銀として議議し始めた。オ

ーストラレイシア銀行は，支J高で来季日用銀行券

をわずかに供給することを除くと， 1871年から

メルボルンの発券局に銀行券の管理と記帳を集

中した47)0 1870・80年代は，オーストヲリアの

銀行制度の発展からすれば，手形割引か

42) Ibid. 
43) S. J. Butlin， ANB， p. 220. 
44) R. F. Hold母r，op. cit.， p. 372. 
45) Ibid.， p. 370. 
46) S. J. Butlin， ANB， pp. 219-220. 
47) Ibid.， pp. 186-187. 

信用・当座貸競制度への焚付構造の紙換期であ

った。だが貸付構造の転換は，スクオターにた

いする支配関係を形成するとともに，牧審議室と

の関係をや心に決済制度の変化さともたらした。

つまり E当座預金制捜を拡大し，逆に「商業流通j

の決済通貨としての銀有券のウエイトを譲少さ

せることになった。このことは銀行の性格を毘

翻発券銀行から頭金銀行へと転換させる条件と

なったo

オーストラリアにおける銀行の預金銀行先と

ともに fブザディッシュ・バンクJも綴民地の

る牧畜業とそ努接な欝係者ど形成し，

階特にオーストラリアの頭金銀行として

宏明確なものとしていった。次鎮では，貸付構

造の変化にともなう決済制度の変容のなかで，

;tーストラリアの毅有券涜過の大きな変化につ

いて考察を加えることにする。

ニ発券集中の過穏

オーストラ Fアにおける初期の運賃として

は， スペイン・ドル (Spanishdollar-5s)， 

ダンプ (Dump= English ShilHng-1s. ldふ
鋼鋳貨 (CopperCoin-2d.)および/レピー(Rル

pee-2s. 6d.)を始めとする他の外開講貨が流通

してL、た納。そして1821-25年に一時的にスペ

イン・トソレを本佼および師傾尺震として機能さ

eょうとしたこともあったが，本菌イングラン
ド銀行の党換再開と貿易の拡大によって，銀焚

流通は対イギリス貿易にとって不安定な要簡と

なり， 1829若手に本懐スターリングを導入するこ

とを決定した。スタージングの導入によってス

ペイン e わけま外悶へ輪出され，金貨の流通が

拡大することになった則。だがスターすングの

供給は不安定であり， 1851年金の発見とシド

…鋳造支所の設立以降鋳笈供給は安定すること

になった問。その後錦貨および小額遠賀の流通

48) R. Chalmers， History 01 Currency 幼 British
Colonies， Colchester， R件 1972，pp. 242叩243.
49) Ibid.， pp. 249-250. 
50) A. L. G.主!fackay，op. cit.， p. 5. 
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器提・5 オーストラリアの銀行券発行額
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〈厳然) S. J. Butli滋，ANB，pp働 178-187よ号作成。

表・6 NSW il)銀行券流通額
(千ポンド)

1871王子 694 

工事均年 1，080 

1880岩手 1，174 
1885益事 1，714 
1890王子 1，503 

〈出典) ]丸 Chalmers，H istory 01 Curency in 
BグitishColo終ies，Colchester. R色p.1972， 
p.262‘ 

に大きな変化はなかった。

銀行券は， 1817年設立の NSW銀行による

銀行券の発行を最初に，以下箆開銀行が発行す

お先換銀行券が流通していた。これらの銀行券

は 1834年以揺に1ポンド以下のものが発行さ

れたり， わし表示およびドル先換のものが発行

されたこともあったが抗)， ;;tーストラレイシア

銀行の特許状によれば 1ポンド以下の銀行券

発行は禁止されており 62〉，員間銀行券は

話E議Jtこ入ることはなかった。

・5は，オ…ストラザアの銀行券の発行額

の推移な示したものであるが， これによると発

行額は詩的年代に減少し， 1870年代以降鵠復し

て着実に増加していく。だが表・ 6のNSWの

51) NSW銀行は， 1823生存の新終許状?とおいて4シヲ
ング、から20ボγ ドの銀行券の発行を主義認、された
くIζF.Hold母じゅ.cit.， p. 53.)。また1822年に
スベイ γ. ト~JV"'C'表示されfょ銀行券の発行マピ決定
していた (Ibid.，p剛 63)。
52) S. J. Butlin， ANB，. p. 26. 

銀行券流通類にみるように流通畿は1890年まで

大きく増加していなL、ここの点は，間じ時期に

預金が飛躍的に増加したことから銀者議務の停

滞を表わすものでなく，銀行券発行自体に関係

するものと推i隠される G

銀仔券発行額の誠少はが預金通貨の発達とと

もに銀行間決済額震の発擦と1867幸容のメルボル

ン手形交換所の設立に要閣があると考えられ

るG 手形交換所および銀行開決済制度の発幾に

考察を加えておく。

手形交換授には為替手形，小切手，銀行券等

々が持ち込まれ，交換所の清算人f1.，

役会銀行の支払い額と

した。若手銀行聞の清算は， 時0ポンド

以上の場合， 為接受領書 (exchangevouch-

ers) または鋳質経議 (coincertificates) に

よって行なわれ， 500ポンド以下の小額は次期

に繰り越されるか鋳裁で支払われていた。

加関銀行が交換所の保管人に護金し

た鋳貨にたいして発行された預金受領議でめ

り， 毒薬躍は500ポンド， 1000~ ン γであった。

そして溶霧の進展過軽で、発生してくる

警の不均衡は最終的に金で、決済されていたσつ

まり交換所におげる交換議額の決済は，銀行券

によって行なわれていなかった。

手形交換所の存寂しないところでは銀行間の

週毎の清算が行なわれていた。銀行は，送付さ

れてきた取立為替にたいして直毅に支払わず，

した銀行に蜜権を与えた。逆に銀行は

権者r持つ銀行にたいLて取立為替を港付し，相

互の議擦を相殺し，相殺幾高を適毎に清算し
ふ、53)
'，---:。

以上から明らかなように，手形交換所におけ

る交換差額の決済が銀行券によってでなく，

換所の発行ずる為替受領惑によって行なわれた

ために銀行髄決済にとっての銀行券露連は庄縮

され，かっ銀行劉決許制度の発展によってます

ます流通に占める銀行券流通の範閤が醸少する

ことになった。

$3) Ba耗kers'Magazine， June， 1888， p. 616. 



1986. 1 「プリティッシぷ・バ γクjの植民主主主主幾に関する一考察 :5E日 87 (453) 

オーストラリアでは，当華寺中央銀も存在し

なかったし，政府が紙幣を発行することもなか

ったので，紙券の流通においては，民間銀行券

が専一的に涜通していた。だが1866年のイギヲ

スの信用恐慌の余波を受けて紙券の流通に変化

まれてくる。以下その点を考察する。

1860年代にはいるとオ…ストラリアの鉄道建

設は機売地政府の手によって行なわれるよう

になった。このためにイギリス資本が導入され

ることになるが，この導入は;;十…ストラリア

の有力銀行間とロンドンの欝係銀行が戸ンドン

|所とのパイプ役となって，被民地政府

壁を発行することによって符なわれた判。そし

てクインズランド政持は， 1860年代の中犠に鉄

道建設に諸手しこの持期に口ンドンからの借

り入れを大藤に拡大していた問。

1866年5舟にはイギリス海外貿易の混乱と口

ンドン金融市場のパニッグが起こり，オースト

ラリアで誌クインズランド繍民地が大をな打撃

をこうむることになった。!湾政府は，

および公共事業の運転資金をオ…ストラリアの

各線行から倹りており F 恐慌の影響による

、たった時期で、も，公共事業を以

前と鰐じように維持するために諸銀行に議極的

に援助な求めた。だがすでに多額の貸付きと行な

の打・ち切りっていた務銀行は，

と続税のsl した問。そこでi湾政府

(Treasury Bilむと法賞性会比大蔵省

しない大議翁紙券 (TreasuryNote)の発行

によって豆額の政府支出の不足金を補う許磁を

立てた。植民地大議室翁紙券は，要求に応じて岡

大蔵省、でIE紫〈鋳貨)と党換できた。そして

の準額は，大蔵省に保有されている蒔震と

議翁手形であった。この準備のうち少なくとも

3分の1は鋳貨でなければならなかった。この

ときの檎民地大蔵議紙券の諸過は，年3万1千

54)荒井， 高官務総文， 111ω112支。
55)この点につし、ては N.G. But1in， Lぉvestment，p. 
324， p. 338の表を参照されよ。
56) R. F. Holder， op. cit.， p. 325. 

ポンドというわずかな額にとど支った問。

この華民券は，従来の民詰銀行券とは全く関僚

に政府の財政資金の不足を補うために致府の乎

によって発行された「免換政府紙幣Jであるひ

この政府紙幣の性格については後述することに

するが， この政府鋲幣の発行が財政資金の不足

を補うことをg的としたものであるという点

は， 1694年のイングランド銀行の創設と!湾銀行

券の発行にいたった療関と酷似するものであ

る。

1870年代以降のイギリス資本の流入は，銀行

の現金信用による長議貸付と牧畜金融会設の活

動を過して牧蓄投資を拡大し 80年代のこと地投

機を引き鶏こした問。加えて牧護金融会社およ

び建築会社の拡大比銀行と激しい麓争をまね

L 、丈こ59)。

だが牧審業比 1880年代中壌からのネ毛価格

の大騒な下落，土地購入および改良投資のため

の巨額の魚慣の増加，賃金上昇によって

化に陥った。建築会社は，住宅建設の停滞と1888

年終わりからの土地鑑格の暴落・投機の失敢に

よって1889年から鵠産していったo1890年には

イギvスのベアジング恐慌の影響によって資本
の引き上げ、がおこり， 1891…93年には，牧護金

畿会社と銀行が横室長に追い込まれた拘〉。メノレボ

ノレンにおいては， 1891年 7 月 ~1892年 5 月の関

に20社の牧斎金融会社・建築会社・銀行が部長ま

した。その預金総額は， 10， 582， 806ポンドであ

った。 1893年1J:iのブ zデラノレ銀行 (Bankof 

Federal)の街産から，銀行の愈畿は最惑の第

3段轄に突入しt.:6九 i湾年4，5月に支払停止

した銀行の鵠金および銀行券発行額は全預金

の56%，銀rr券発行総額の61.3だに議した。す
なわち，少なくともオーストラリアの金銀行の

預金のさい分は凍結され，そして少なくとも流通

銀行券の半分が自由に先換することが不可能に

57) R. Chalmers， oJう.cit.， p. 280. 
58)伝聞，前掲論文， 36-37J'{。
59) J. D. Bail悲y，o，ρ.cit.， p. 135. 
60) S. ]. Bなtliぉ，ANB， p. 281. 
61) Ibid.， pp. 287-288. 
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なった問。

NSWでは第一に，政府は銀行条例のもとに

民間銀行券にたいして法貨性を付与しようとし

た。だがオーストラレイシア銀行とユニオン銀

行の反対にあし、63) 政府が障賭するなかで，金

融恐慌は激化した。政府は5月15日に，支払停

止していない4行の銀行券にたいして法貨性を

翌日から6ヶ月間付与することに決定した。こ

うして NSWでは，庖を聞けている銀行は正貨

を支払う義務をまぬがれた。そして銀行は預金

支払いに銀行券で対応し，大衆はこれらの銀行

券を受け入れて，金融恐慌は緩和した問。

第二に，同植民地政府は，当座預金条例を発

布して，各行の当座預金勘定の半分の額まで大

蔵省紙券 (TreasuryNote) を貸付けること

にした。この大蔵省紙券は，法貨性を有すると

ともに，通常5年満期ないし，通知されればそ

れより短かし、満期に大蔵省で金と先換された。

そしてこの紙券流通額は35万8千ポンドにすぎ

ず， 1893年中にすべて先換によって回収されて

しまった。パニック収束後の1894年に再建され

た12行の銀行券にも法貨性が付与された65)。

クインズランドにおいて，植民地政府はNSW

と同様に民間銀行券に法貨性を付与しようとし

た。だが同様にオーストラレイシア銀行とユニ

オン銀行の反対にあい， これを断念した。そし

て1866年に実施されたのと同じ方法を採用する

こととした。まず銀行券発行税 (stamptax) 

を3%から10%へ引き上げたo この措置は，銀

行券の発行を事実上禁止することを意味すると

ともに， クインズランドではこれ以降，私的銀

行が銀行券を発行することはなかった。

私的銀行券の流通に代って同植民地政府は，

62) Ibid.， p. 300. 
63)両行が法貨性の付与に反対したのは， 両行の銀行
券の流通量が比較的多いことと，金融危機におい
ても他行の銀行券に代って流通量を拡大できるほ
ど銀行券の信用が高いことにあった (Bankers'
Magazine， May， 1895， p. 735)。
64) T. A. Coghlan， 0ρ. cit.， Vo1. III， pp. 1678-
1679. 
65) Ibid.， pp. 1679-1680. 

表・ 7 NSW銀行の貸借対照表 1895年9月
(千ポソド)

負 債 資 産

銀 行 券 734 鋳貸・地金 5，732 
fJI 金 17，344 

現金勘定

支払手形 政府証券 755 

他 債 務 3，292 市・その他債 70 

資 本 1，894 クインズランド 101 
準 備 金 1， 172 

大蔵省紙券

損 主主 115 
受取手形

2，500 割引手形
不確定債務 234 ・貸付 14，675 

そ の 他 951 

負債総額 払沼51 資産総額 24，785 

(注) 百ポ γ ド台を四捨五入しており，各項目の合計
と総額が一致していない。表.8も同じ。

(出典 Bankers'Magazine， Jan， 1896， p. 95. 

表・8 クインズランド国民銀行の
貸借対照表 1895年9月

負

資本金

流通手形

預金

大蔵省紙券預金

負債総額

債

868 

230 

8，993 

242 

(千ポンド)

資 産

鋳貨地金 921 

大蔵省紙券 102 

現金勘定 287 

送金手形 767 

コ ノレ
225 短期通知貨幣

政府証券 41 

受取手形 7，705 

そ の 他 285 

資産総額 10，333 

(出典) Bankers' Magazine， April， 1896， p. 605. 

大蔵省紙券 (TreasuryNote)を発行すること

にしこれを各銀行に4%の利率で貸し付けた。
同紙券は政府によって法貨性を付与され，要求

あり次第大蔵省において鋳貨で支払われた冊。

表・ 7は， NSW銀行の1895年の貸借対照表

であるが， この表によれば大蔵省紙券は，資産

勘定に記帳されている。この点は，同行が発行

した銀行券が負債勘定に記帳され，銀行にとっ

て「債務の貸付Jを意味するのときわだった相

違を示している。また表・ 8は，クインズラン

66) Ibid.， pp. 1783-1784. 
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ド国民銀行の貸借対照表である。同行は， クイ

ンズランドに主力を置いた「ローカル・ノミンク」

であり，同植民地における銀行券の発行禁止に

よって預金銀行となった。

大蔵省紙券は法貨性を付与された政府紙幣で

あるが，同時に先換性も有していた。この先換

準備は発行額の 3分の 1を大蔵省保有の鋳貨

で，残りの額は大蔵省手形 (TreasuryBi1l) 

で形成されていた。銀行は大蔵省紙券を借りる

場合，借り入れ額の25%を鋳貨で同省に預金し

なければならなかった問。この銀行による見返

り預金が大蔵省紙券の発行準備の鋳貨の大半を

占めることになった。つまり大蔵省紙券の発行

は民間銀行の預金に支えられでもいた。だが，

先換準備としての鋳貨は紙券発行額の 3分の 1

にすぎなかったので，これを上回る部分は，大

蔵省手形の発行によって補われた。つまり先換

請求が増加し，鋳貨不足に陥った場合，大蔵省

は大蔵省手形の販売によって補った。大蔵省手

形は10年満期の4%利付証券であり，同手形は

政府首相 (Presidentof the Council)，下

院議長 (Speaker)，植民地大蔵大臣 (Colonial

Treasurer)に委託保有されており，先換準備

を含めた各種の支払いのために彼等の強制によ

って譲渡されていた問。

かくじてクインズランド大蔵省紙券の発行

は，銀行信用の動揺によって民間銀行券の免換

性が疑わしくなり，また支払停止という事態に

たいして，植民地政府が銀行信用を救済するた

めにおこなったものである。この紙券は銀行の

債務をなし，かつ還流するところの銀行券でな

く，政府の法貨性の付与によって強制的に通用

させられた政府紙幣である。つまりこの紙券は，

銀行信用によってでなく基本的に国家信用によ

って流通させられている。だが同時にこの紙券

は先換性を有しており，そしてこの先換準備の

25%が民間銀行の政府預金によっていることか

ら，政府は，その強制通用力だけで紙券を流通

67) Ibid.， p. 1784. 
68) Ibid.， p. 1783. 

させるほど信用の高い状態になかった。そのか

ぎりでこの紙券の流通は，国家信用を根拠とし

ながらもその一端を銀行信用に支えられていた

といえる 69)。

1893年金融恐慌下の銀行信用の動揺は，民間

銀行券の発行禁止と法貨性を有する先換政府紙

幣の発行にみるように国家信用がむき出しに発

動されることによって支えられた。ここに国家

信用の銀行信用への介入の「植民地的」特質を

みることができる問。

69)国家信用についてはイングランド銀行設立時にお

ける国家信用の性格評価について代表的見解を紹

介しておこう。玉野井氏は， 国民経済の確立→商
業手形の割引→発券という視角からイングランド

銀行の近代的性格を見出された。だがその場合，

氏は同行の国庫貸付の比重がきわめて高いことを

「守醤的な性格」として考えられていた。つまり
氏は，銀行券発行に関する国家信用を旧い信用制
度の残浮として否定された(玉野井昌夫「イング
ランド銀行の成立とイギリス金融制度の展開」学

習院大学『政経学部研究年報111， 1953年〉。これ
にたいして， イングランド銀行設立において国家

信用の性格を中央銀行券の本質規定にかかわるも
のとして積極的に評価を打ち出されたのは，松井

氏であった。氏は， 同行の設立にさいして政府貸
上金の額だけシールドビ‘ル(金属無準備銀行券)

の発行が許されたこと， またその後も同行には保

証発行銀行券が存在したことに注目された。この

事実を国家信用のイングランド銀行べの肩代わり

と理解された。そして免換銀行券の本質を私的銀

行信用と公信用(国家信用)との「二重性」とし
て規定し，免換銀行券そのもののなかに不換銀行

券への転化の可能性を見出された(松井安信「免
換銀行券のいわゆる「転化」問題(その 2)ー飯

田教授の「二重の本質と二重の運動」に関連して
一」北海道大学『経済学研究』第13巻第1号， 19 
63年〉。
70)クインズランド大蔵省紙券の発行の特質を明らか
にするために同紙券の発行をイングランド銀行券

(イギリス)，国立銀行紙幣(日本)，国法銀行券
(アメリカ)等の発行と比較しておく。イングラ

ンド銀行の保証準備発行額は， 同行の政府への貸

上金にたいして発行を許可された銀行券である。

つまりイングランド銀行が政府に貸し付けた額に

たいして政府が同行に銀行券の発行を保証したこ

とは，国家と銀行の関係が商取引上の債権・債務
関係に擬制されており，この点は「公(国家)信

用がじっに巧妙に銀行信用のなかに吸収され」
(松井安信『信用貨幣論研究』 日本評論社， 1970 
年， 115頁)たと言われるところである。
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金融恐慌は，銀行券への法貨性の付与および

大蔵省紙券の発行によって収束していった。だ

が民間銀行券に代って政府紙幣が流通しつづけ

たのは， クインズランドにおいてだけで，他の

植民地に波及しなかった。クインズランドでの

大蔵省紙券の発行は， 4%利付き貸し付けであ

ったので政府の利殖手段であると批判されてい

~-
ド』。

しかし銀行は，紙券の発行が個々の政府によ

る発行でなく，連邦政府による統一的基礎のも

とに発行されることまで否定してはいなかっ

た。彼等はむしろそれを積極的に求めて連邦運

動を推進していった川。 1901年連邦結成によっ

て外国との貿易および商業，税制等々と共に金

国立銀行紙幣と国法銀行券とは， 公債を担保に

銀行に公布されたものであり， この公債担保はイ
ングランド銀行の場合の政府への貸上金に相当す

るものである。そのかぎりで政府と銀行は擬制的

な債権・債務関係を持っており，両紙券は国家信
用と銀行信用との二重性を有していた。だがクイ

ンズランド大蔵省紙券の場合， 国家信用が擬制的

関係を形成せずに直接に銀行に貸し付けられてい

た。この点が国家信用の銀行信用への介入がむき

出しの形態を取っているといえる。
次にイングランド銀行券， 国立銀行紙幣，国法
銀行券は銀行にたし、して債務を形成したのにたい
して， クインズランド大蔵省紙券は銀行にとって

資産であり，銀行券でないことを明確に示してい

る。
さらに国立銀行紙幣は， 免換銀行券であるにも
かかわらず， 免換として還流したためほとんど流
通しなかった。日本の場合， 銀行制度と発券制度

の創設は，手形流通の狭隆さと弱体のため上から
おしつけられてっくり上げられたとL、う後進資本

主義の特質を示していたが， クインズランド大蔵

省紙券の免換準備の25%が銀行預金によって形成

されていたことは， 民間諸銀行が設立当初から免

換銀行券を発行しつづけてきたことと共に自生的

に発展してきたオーストラワアの銀行制度を示す

ものである。だがこの自生的発展は， イギリスの

植民によって形成された資本とイギリス資本の導
入とに基づくこと， そしてこれはオーストラリア
へのイギリス近代銀行制度の直接導入を意味して
おり， これこそイギリスの開拓植民地の特質を示
してし、る。国立銀行紙幣については， 岡橋保『銀
行券発生史論』有斐閣， 1969年， 53-92頁を参照
されたい。また国法銀行券については，高山洋一
『ドルと連邦準備制度』新評論， 1982年， 45-104 
頁を参照されたい。

71) S. J. Butlin， ANB， p. 324. 

融に関する立法権は，連邦議会に与えられ

た72)。そして1910年のオーストラリア紙券条例

(Australian Notes Act) において大蔵省、

は，諸銀行の銀行券にたいして10%の発行税を

課し，また各州の紙券発行を禁止するとともに

連邦政府紙券を発行することにした問。これに

よってクインズランド州の紙券も回収された。

そして連邦政府紙券は， 10シリング以上数種の

額面で発行された免換政府紙幣であり，発行制

度は25%を金準備で保証した700万ポンドとこ

れを上回る額を全額金準備とするものであっ

た74)。

連邦銀行は， 1911年に設立され，翌年の1月

から営業を開始したが，同行は発券の権限のな

い一種の貯蓄銀行であった。同行が中央銀行券

の発行を始めるのは1924年になってからであ

り75うそれまでオーストラリアでは先換の政府

紙幣が流通していた。

かくて明らかなようにクインズランド大蔵省

紙券の発行は，オーストラリアにおける発券集

中のきわめて重要な第一歩であった。クインズ

ランドにおいては1893年以降発券の集中によっ

て民間銀行は預金銀行となっていた。そしてオ

ーストラリアの発券集中過程は，対極において

銀行の預金銀行化を形成するとともに「ブリテ

ィッシュ・パンク」をオーストラリアの預金銀

行として同国の金融機構の中に組み込んでいく

ことになった。

おわりに

1850年以降の貸付業務の変化と発券集中の過

72)マニング・クラ-!J， 前掲書， 219頁。
73) J. S. G. Wilson， The Commonwealth Bank 
of Australia， ed. R. S. Sayers， Banking in 
the British Commonwealth， Oxford， 1952， p. 

40. 

74) S. J. Butlin， ANB， p. 345. 
75)コモンウエールズ銀行の設立以降については，石

垣健一「オーストラリアにおける中央銀行制度の

発展J(神戸大学経済経営研究所『経済経営研究』
第30号)を参照されよ。
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程を中心にオーストラリアの金融制度の発展に

ついて考察を加えてきたが， 1860年以降の土地

改革をきっかけに銀行の貸付は，長期性預金・

イギリス預金の拡大を基盤にして，手形割引か

ら現金信用による牧畜業への長期貸付へと転換

していった。貸付業務の変化は，銀行による不

動産権利証書の収得を基礎に銀行の当座預金・

貸越制度と委託販売制度を発達させた。銀行は，

これらを通して牧畜業との聞に資金および経営

的に密接な関係を形成していった。そして預金

の増加と当座預金制度の発達は，商業上の決済

通貨としての銀行券の流通を抑制することにな

り，このことは銀行の性格を発券銀行から預金

銀行へ転換させる一つの条件となっていった。

さらに1860年代後半からの銀行間決済制度の

発達とシドニ一手形交換所の設立は，銀行間決

済のための銀行券の流通を減少させることによ

っていっそう銀行券流通の範囲を狭めた。 1850

年代より始まったオーストラリアの経済発展と

牧畜金融ブームは， 1893年の金融恐慌によって

終りをつげるとともに，民間諸銀行による発券

制度は， クインズランド植民地にみられるよう

に政府紙幣発行制度へ転換した。この転換は，

オーストラリアの発券集中の第一段階であっ

た。その後の発券集中の過程は，中央銀行を頂

点とした金融制度を形成していくとともに民間

銀行の預金銀行化を確実な流れとしていった。

オーストラリアの第2期の金融制度の変化の

主要な点は以上のことにあったが，1ブリティッ

シュ・パンク」もこの流れに規定されていた。

彼等は，植民地およびイギリス預金も含めて預

金を拡大するとともに表・ 9の預金にたいする

現金準備率の低下と貸付の増加にみられるよう

に牧畜金融を拡大して牧畜業と密接な関係を形

成した。だが預金は急速に増加したにもかかわ

らず銀行券の発行額は， 1860年代以降ほとんど

増加しなかった。つまり彼等も預金銀行化して

いったのである。かくて「ブリティッシュ・バ

ンク」が，オーストラリアの金融構造の変化の

中で着実に再生産過程と金融制度の中に定着し

表・9 有力ブリティッシュ・パング 3行の主要項目 (千ポンド)

銀 ~ 1J 目 ]1850年 ]1860年川870年 ]1880年 ]1890年 ]1900年

銀行券 1201 46到 2吋 32日 4351 483 

預金 5961 2，3101 2，9531 5，8041 13，658! 13，651 
オーストラレイシア銀行::]~^' -， :::1...， -， :::1，... :' ::J つ

現 金 6201倒的制制 6961帥 1 ， 05別~ 2 ， 63~副帥 3 ， 145

貸付・割引 1 1，2841 2，9問 4，3701 6，144: 14，4701 13，326 

銀行券 -i 4叫 3241 3451 4041 439 

預金|ー 2，8121 3，2201 6，719: 14，1881 15，226 
ユニオ γ 銀行 .L.-'::]~ -'::]~.， :' ~:] い円

121帥 83到伺 8731帥1，3891伺 3，118刷 3，677

E. S. A. 銀行

貸付・割引 5981 5，1191 4，3031 7，3441 14，1061 13，697 

銀行券

預金

現金

貸付・割引

一 78! 921 154! 192! 24 

ー 5521 7651 2，295: 5，9561 4，804 

ー|帥 1261帥 2031(1~ 4321同 874'納 829
-1 1，0841 1，5291 3，2631 7，321! 3，948 

(注) 1850年がバラン3えを欠いているのは，負債勘定の資本金・支払手形の占める割合が高い
ためである。
( )内の数字は預金にたいする現金の割合を示したものである。

(出典) Bankers' Magazine， 1851， 1861， 1871， 1881， 1891， 1901，各年号より作成。
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図.1 Australia and New Zealand Banking Group Limitedの形成過程

オーストラレイシア銀行 (1834年設立
IANB銀行
1(1951年合併)

ユニオ γ銀行(1837年設立
1(1892年吸収〉

南オーストラリア銀行(1835年設立)一一一一一|

E. S. A.銀行 (1852年設立
1 (1921年吸収)

一一-A. N. B. Group 
(1969年合併)

オーストラリア特許銀行 (1859年設立)一一一一一一1

出典)S. J. But1in， ANB， p. 21より作成。

たことを確認できる。その後「ブリティッシュ

・パンク」の各行は，図・ 1のように集中合併

をとげて Australiaand New Zealand Ban司

king Group Limited に統一された。 20世紀

にはいってからの同銀行群の活動についての詳

細な研究は別に稿を改めることにして，同行は

1976年に本屈をロンドンからメルボルンに移し

でほぼ完全にオーストラリアの銀行となった問。

76) The Bankers' Almanac and Year Book， 
1977-78， p. 333.を参照されよ。
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